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所
・
出
張
所
へ　
※
申
請
日
時
点
で
市
内

に
１
年
以
上
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
が
条

件
で
す
。
指
定
難
病
な
ど
に
つ
い
て
は
、

鴻
巣
保
健
所（

048
―541
―０
２
４
９
・

048
―541
―５
０
２
０
）に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

�

高
齢
介
護
課　

７
７
５
―５
１
２
７

�

　

７
７
６
―８
８
７
２

　

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険
者
）

は
、
次
の
①
～
⑤
の
場
合
、
保
険
料
の
納

付
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

①
65
歳
に
な
っ
た
／
年
金
天
引
き
に
な
る

ま
で
の
間
、
納
付
通
知
書
で
納
め
て
く
だ

さ
い
。
翌
年
度
以
降
も
年
金
天
引
き
に
な

ら
な
い
人
は
納
付
通
知
書
で
の
納
付
に
な

り
ま
す
。

②
転
入
し
た
／
前
住
所
地
で
年
金
天
引
き

だ
っ
た
人
も
、
転
入
し
た
年
度
の
保
険
料

は
納
付
通
知
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
年

金
天
引
き
は
翌
年
度
か
ら
に
な
り
ま
す

が
、
翌
年
度
以
降
も
年
金
天
引
き
に
な
ら

な
い
人
は
納
付
通
知
書
で
の
納
付
に
な
り

ま
す
。

③
転
出
や
死
亡
／
資
格
喪
失
月
の
前
月
ま

で
の
月
割
り
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い

（
納
め
過
ぎ
の
場
合
は
還
付
）。

④
年
金
の
差
し
止
め
で
年
金
天
引
き
が
中

止
に
な
っ
た
／
保
険
料
を
納
付
通
知
書
か

３
月
21
日
㈯

本
庁
舎
、
尾
山
台
・
上
尾
駅

出
張
所
は
業
務
を
休
み
ま
す

�
行
政
経
営
課　

７
７
５
―３
９
６
３

�

　

７
７
６
―８
８
７
３

�
市
民
課　

７
７
５
―５
１
２
８

�
　

７
７
５
―９
８
２
７

　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
・
２
階（
市
民
税

課
、
納
税
課
、
障
害
福
祉
課
、
高
齢
介
護

課
に
限
る
）・
５
階（
子
ど
も
支
援
課
、
保

育
課
に
限
る
）の
窓
口
、
尾
山
台
・
上
尾

駅
出
張
所
は
土
曜
日
も
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
３
月
21
日
㈯
は
消
防
設
備
点
検

の
た
め
業
務
を
休
み
ま
す
。

上
尾
市
難
病
者
見
舞
金
の
対
象

疾
病
の
拡
大
・
支
給
金
額
の
変
更

�

障
害
福
祉
課　

７
７
５
―５
１
２
３

�

　

７
７
６
―８
８
７
２

　

｢

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関

す
る
法
律｣

な
ど
の
施
行
に
伴
い
、
難
病

に
指
定
さ
れ
る
疾
病
数
が
大
幅
に
拡
大
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
４
月
１
日
㈬

か
ら
難
病
者
見
舞
金
の
支
給
対
象
疾
病
を

拡
大
し
、
支
給
額
を
年
額
２
万
円
か
ら
１

万
円
に
変
更
し
ま
す
。　

平
成
27
年
１

月
１
日
以
降
に
発
行
さ
れ
た
指
定
難
病
医

療
受
給
者
証
、
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾

病
医
療
受
給
者
証
と
本
人
名
義
の
預（
貯
）

金
通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物
を
用
意

し
て
直
接
、
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
支

口
座
振
替
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
年
金
天
引
き
に
な
っ
て
い
る
が
保
険
料

の
段
階
が
上
が
っ
た
／
保
険
料
の
増
額
分

を
納
付
通
知
書
か
口
座
振
替
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

未
納
が
続
く
と
利
用
料
の
支
払
い
方
法
が

変
更
に
な
り
ま
す

　
介
護
保
険
制
度
は
高
齢
者
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
制
度
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
、
保
険
料
の
未
納
状
態

が
長
期
間
続
く
場
合
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
料
の
支
払
い
方
法
が
次
の
①
～
③

に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
１
年
経
過
し
た
場
合
／
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
自
己
負
担
額
が
１
割
か
ら
10
割
に
な

り
、
後
で
市
に
申
請
し
て
９
割
分
を
受
け

取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
１
年
６
カ
月
経
過
し
た
場
合
／
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
自
己
負
担
額
が
１
割
か
ら
10

割
に
な
り
、
９
割
分
の
給
付
が
一
時
停
止

さ
れ
ま
す
。
納
付
さ
れ
な
い
状
態
が
続
く

場
合
は
一
時
停
止
の
給
付
費
か
ら
滞
納
保

険
料
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
時
効
の
た
め
納
付
で
き
な
く
な
っ
た
滞

納
保
険
料
が
あ
る
場
合
／
将
来
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
に
利
用
料
の
自
己

負
担
額
が
１
割
か
ら
３
割
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

な
ど
の
支
給
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
相
談
を

　
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
保
険
料
の
分
割
納
付
や
減
額（
審

査
あ
り
）を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

�

防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー　

７
２
６
―６
０
１
３

�

消
防
総
務
課　

７
７
５
―１
５
０
０

７
７
５
―２
２
３
０

　
防
災
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
地
震
体
験
・
映

像
消
火
体
験
な
ど
で
防
災
へ
の
関
心
を
高

め
、
災
害
時
に
不
可
欠
な
防
災
知
識
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
す
。
こ
の
施
設

を
積
極
的
に
利
用
し
て
、
地
震
や
火
災
な

ど
万
一
の
災
害
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
防
災
指
導
員
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
設
置
の
指
導
や
防
災
講
話
も
実
施
し
て

い
ま
す
。　
【
開
館
時
間
】年
末
年
始
と
㈪

を
除
く
８
時
30
分~

17
時（
㈪
が
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
日
）　

西
消

防
署
複
合
施
設
内（
中
分
１
―232
）　
※
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

映像消火体験
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9 広報あげお　2015.3　No.972

とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

　国民年金は日本国内に住む20～59歳の全ての人が加入する制度です。職業などにより加入の仕方は三つの種別（下表参照）に分
かれています。就職や転職、結婚などで加入する種別が変わったときや、住所や氏名が変更になったときは、早めに手続きをし
てください。

国民年金こんなときは届け出を
保険年金課　 ７75－5137・ ７７5－9827、 大宮年金事務所　 652－3399

①第１号被保険者(自営業者、農林漁業者、フリーター、学生、第₂号被保険者に扶養されていない配偶者)
届出事由 手続き内容 届け出先 必要な物

会社や官公庁などに就職した 第₂号被保険者資格の取得 勤務先 勤務先に問い合わせ
配偶者の扶養になった(配偶者が第₂号被
保険者の場合) 第₃号被保険者への種別変更 配偶者の勤務先 配偶者の勤務先に問い合わせ

氏名が変わった 住民票の氏名変更を行えば、国民年金の手続きは原則不要
上尾市に転入した

住所変更
保険年金課 年金手帳、 印鑑

上尾市から転出した 転出先の市区町村 転出先の市区町村に問い合わせ
上尾市内で転居した 住民票の住所変更を行えば、国民年金の手続きは原則不要

海外に転出する

国民年金をやめる

保険年金課

年金手帳、印鑑

任意加入
・国内に協力者（家族など）がいる場合／年金
手帳、印鑑
・協力者がいない場合／年金手帳、預（貯）金
通帳と届け出印

受給資格が足りない・年金額を満額に近
づけたい 任意加入(60～65歳) 年金手帳、 預(貯)金通帳と届け出印、共済加入

期間確認通知書
口座振替を開始・停止・変更する 口座振替納付(変更)申出書を提出 金融機関、大宮年金事

務所 年金手帳、 預(貯)金通帳と届け出印
クレジットカード納付を開始・停止・変
更する

クレジットカード納付(変更)申出書を
提出 大宮年金事務所

年金手帳、 クレジットカード、 印鑑
納付書を紛失した 納付書再交付 大宮年金事務所に問い合わせ

年金手帳を紛失した 年金手帳再交付

保険年金課

本人を確認できる物、印鑑
※急ぎの場合は大宮年金事務所に問い合わせ
てください。

保険料を納めるのが困難
学生以外／免除申請(全額・一部免除)

年金手帳、印鑑
※場合により雇用保険被保険者離職票、雇用
保険受給資格者証などが必要です。

学生／学生納付特例申請 年金手帳、印鑑、学生証または在学証明書

②第₂号被保険者(厚生年金や共済組合などに加入している会社員・公務員)
届出事由 手続き内容 届け出先 必要な物

勤務先を退職した 第₁号被保険者資格の取得 保険年金課 年金手帳、資格喪失証明書、離職証明書など
の退職の証明ができる物、印鑑

勤務先を退職して配偶者の扶養になった
(配偶者が第2号被保険者の場合) 第₃号被保険者資格の取得 配偶者の勤務先 配偶者の勤務先に問い合わせ

③第₃号被保険者(第₂号被保険者に扶養されている配偶者)
届出事由 手続き内容 届け出先 必要な物

会社や官公庁などに就職した 第₂号被保険者資格の取得 勤務先 勤務先に問い合わせ
配偶者が厚生(共済)年金の会社(官公庁)を
退職した 第₁号被保険者への種別変更 保険年金課

年金手帳、資格喪失証明書など配偶者の退職
の証明ができる物、印鑑

配偶者の扶養から外れた 年金手帳、資格喪失証明書、印鑑
※第₂・₃号被保険者で住所・氏名の変更や年金手帳を紛失した場合は、勤務先へ問い合わせてください。

自
宅
で
も
手
続
で
き
ま
す

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

Ｉ
Ｔ
推
進
課　

７
７
５
―５
１
１
３

�

７
７
５
―９
９
２
１

　
自
宅
や
事
業
所
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら｢

水

道
使
用
開
始
届｣｢
水
道
利
用
中
止
届｣｢

妊

娠
届｣｢

犬
の
登
録
事
項
変
更
申
請｣

な
ど

の
各
種
申
請
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
続

き
で
き
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左

側
メ
ニ
ュ
ー
の｢

電
子
サ
ー
ビ
ス｣-｢
電

子
申
請｣

リ
ン
ク
、
ま
た
は
共
通
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ（

https://denshi.pref.
saitam

a.lg.jp/

）か
ら
接
続
で
き
ま
す
。

操
作
方
法
で
不
明
な
点
は
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（

０
５
７
０
―０
０
５
３
５
３
、
Ｉ

Ｐ
電
話
の
場
合
は

092
―711
―５
８
１
５

〈
㈯
㈰
㈷
を
除
く
９
～
17
時
〉）へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ッ
ピ
ー
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　₅月₅日㈷のこどもの日に合わせて、
上平公園と上尾丸山公園にこいのぼりを
掲揚しています。こいのぼりは市民の皆
さんの寄贈によるものです。₄㍍以上の
不用になったこいのぼりがありましたら
お譲りください。 【受付場所】市観光協
会（谷津₂-₁-50上尾市プラザ22内） 

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
へ

小
・
中
学
校
入
学
祝
金
を
支
給

子
ど
も
支
援
課　

７
７
５
―５
１
2
０

７
７
4
―５
３
４
２

４
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
子
ど

も
が
い
る
母
子
・
父
子
家
庭
な
ど
の
保
護

者
ま
た
は
養
育
者　
※
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
で
子
ど
も
と
保
護
者
ま
た
は
養
育

者
の
住
所
が
市
内
に
あ
り
、
同
居
し
て
い

る
こ
と
が
要
件
で
す
。　
【
支
給
金
額
】子

ど
も
１
人
に
つ
き
１
万
円　

４
月
１
日

㈬
～
30
日
㈭
に
保
護
者
名
義
の
預（
貯
）金

通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る
物
を
用
意
し

て
、
子
ど
も
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
・
出

張
所
へ

奨
学
金
の
貸
し
付
け

�

教
育
総
務
課　

７
７
５
―９
４
６
９

�

７
７
６
―２
２
５
０

　
学
習
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的
理
由

で
修
学
困
難
な
生
徒
や
学
生
に
奨
学
金
を

貸
し
付
け
し
ま
す
。　

次
の
①
～
⑥
の

全
て
に
該
当
す
る
人
／
①
市
内
に
１
年
以

上
居
住
し
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
子
女
②
学
力
優
良
・
品
行
方
正
で
、
出

身（
在
学
）学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
③
高
校

等
・
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
に
入
学

を
許
可
さ
れ
た
者
、
ま
た
は
在
学
者（
各

種
学
校
は
対
象
外
）④
学
資
の
支
出
が
困

難
⑤
連
帯
保
証
人
が
い
る
⑥
他
の
奨
学
金

を
受
け
て
い
な
い　
【
貸
付
額
・
世
帯
の

上
限
所
得
の
目
安
】左
表
の
と
お
り　
【
返

済
方
法
】四
半
期
ご
と
の
20
回
割
賦
返
済

（
卒
業
後
６
カ
月
据
え
置
き
後
開
始
、
無

利
子
）　

①
申
請
書
②
推
薦
書
③
申
請

者
調
書
④
住
民
票
の
写
し（
世
帯
全
員
の

本
籍
と
続
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

⑤
連
帯
保
証
人
が
市
内
に
居
住
し
て
い
な

い
人
の
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
の
収
入
状

況
を
証
す
る
書
類
と
住
民
票
の
写
し
を
用

意
し
て
、
４
月
１
日
㈬
～
15
日
㈬（
㈯
㈰

を
除
く
）に
直
接
、
教
育
総
務
課
へ　
※

①
～
③
は
教
育
総
務
課
に
あ
り
ま
す（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）。

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

廃
車
手
続
き
な
ど
は
お
早
め
に

市
民
税
課　

７
７
５
―５
１
３
０

７
７
５
―９
８
４
６

①
原
付
・
小
型
特
殊
自
動
車
の
廃
車
手
続

き
　
原
付
・
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
な
ど
を
所

有
し
な
く
な
っ
た
場
合（
廃
棄
、
譲
渡
、

紛
失
、
盗
難
、
死
亡
な
ど
）や
、
市
外
に

転
出
す
る
場
合
は
、
４
月
１
日
㈬
ま
で
に

廃
車
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
す
で
に
所
有
し
て

い
な
く
て
も
平
成
27
年
度
の
軽
自
動
車
税

が
課
さ
れ
ま
す
。
な
お
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
、
軽
自
動
車
税
の
税
額
が
変
わ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上尾市観光協会　 775－5917・ 775－5024

　

他
市
区
町
村
の
標
識
の
廃
車
手
続
き

（
上
尾
市
の
標
識
へ
変
更
し
な
い
も
の
）

は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。
所
有
者
が

死
亡
し
た
場
合
は
市
民
税
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

②
他
市
区
町
村
の
標
識
交
換

　
転
入
し
た
人
で
、
上
尾
市
の
標
識
に
変
更

し
て
い
な
い
原
付
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

標
識
交
換
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。　

【
①
②
共
通
】
所
有
者
ま
た
は
所
有
者
と

同
居
し
て
い
る
家
族（
市
内
に
限
る
）　
※

そ
の
他
の
場
合
は
、
所
有
者
か
ら
の
委
任

状
が
必
要
で
す
。　

標
識
、
標
識
交
付

証
明
書
、
手
続
き
を
す
る
人
の
身
分
証
明

書（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
手
続
き
を
す
る

人
の
印
鑑

※
盗
難
の
被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
、
警
察

に
盗
難
の
届
出
を
行
っ
た
後
に
市
民
税
課

丸山公園のこいのぼり

こいのぼりを
　お譲りください

区　分 貸付額と
貸付期間 世帯構成 上限所得の

目安（年間）
高校(特別支援学
校を含む)・中等
教育学校後期課
程・高等専門学
校・専修学校高
等課程

月額₁万円
(正規の修業期間
内)

両 親 と 中 学 生
（対象者）の₃人
世帯

600万円程度

両 親 と 中 学 生
（対象者）、小学
生の₄人世帯

770万円程度

大 学・ 短 大・ 専
修学校専門課程

月額₂万円
(正規の修業期間
内)

両 親 と 高 校 生
（対象者）の₃人
世帯

550万円程度

両 親 と 高 校 生
（対象者）、中学
生の₄人世帯

740万円程度

※所得とは税法上の総所得金額です。所得状況・成績などを審査し、
予算の範囲内で貸し付けします。
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とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
125
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

（
三
輪
・
四
輪
）の
手
続
き

　
次
の
手
続
き
先
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。　
125
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
／
埼
玉

運
輸
支
局

050
―５
５
４
０
―２
０
２
６
、

軽
自
動
車（
三
輪
・
四
輪
）／
軽
自
動
車
検

査
協
会
埼
玉
事
務
所

050
―３
８
１
６
―３

１
１
０

学
用
品
費
・
給
食
費
な
ど
の

援
助

�

学
務
課　

７
７
５
―９
６
０
４

�

７
７
５
―５
６
３
３

　
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
子
ど
も

の
学
用
品
費
の
一
部
や
給
食
費
な
ど
を
援

助
し
て
い
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。
年
度

途
中
で
転
入
し
た
人
や
世
帯
状
況
が
変
わ

り
援
助
が
必
要
に
な
っ
た
人
も
随
時
受
け

付
け
ま
す
。 

【
必
要
書
類
】保
護
者
名
義

の
振
込
口
座
の
分
か
る
物
、
賃
貸
住
宅
に

住
ん
で
い
る
場
合
は
賃
貸
借
契
約
書
の
写

し
、
平
成
27
年
１
月
２
日
以
降
に
上
尾
市

に
転
入
し
た
保
護
者
ま
た
は
小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
の
保
護
者
は
平
成
26
年
分
所

得
税
の
確
定
申
告
書
の
控
え
な
ど　

①

市
内
小
・
中
学
校
在
籍
者（
予
定
者
）の
保

護
者
／
申
請
書（
各
市
立
小
・
中
学
校
、

学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
必
要
書
類
を
添
え
て
通
学
し
て

い
る（
入
学
す
る
）小
・
中
学
校
ま
た
は
学

務
課
へ
②
国
・
県
立
小
・
中
学
校
在
籍
者

（
予
定
者
）の
保
護
者
／
申
請
書（
学
務
課

に
あ
る
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
㈪
～
㈮（
㈷
を
除
く
）に
必
要
書
類
を

添
え
て
学
務
課
へ

特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費

�

学
務
課　

７
７
５
―９
６
０
４

�

７
７
５
―５
６
３
３

　
市
内
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
な

ど
に
通
う
児
童
生
徒
の
保
護
者
に
、
子
ど

も
の
学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
の
一
部
を

支
給
し
て
い
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。
ま

た
市
内
の
通
級
指
導
教
室
に
通
う
児
童
生

徒
の
保
護
者
に
は
、
通
学
費
だ
け
支
給
し

て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
通
学
し
て
い
る

小
・
中
学
校
か
ら
、
申
請
書
を
配
布
し
ま

す
。　

①
市
内
小
・
中
学
校
の
特
別
支

援
学
級
に
通
う
児
童
生
徒
の
保
護
者
②
市

内
小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍
し
、

一
定
の
障
害
に
該
当
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
③
市
内
の
通
級
指
導
教
室
に
通
う
児

童
生
徒
の
保
護
者　

配
布
さ
れ
た
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
通
学
し
て

い
る
学
校
へ

　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　夜明けも一日ごとに早くなり、本格的な春の気配
を感じられる季節になりましたが、いかがお過ごし
でしょうか。
　未曾有の大災害となった東日本大震災と東京電力
福島第一原子力発電所の事故から、間もなく₄年の
月日が経過しようとしています。インフラなどは少
しずつですが着実に整備され、復興に向けた取り組
みが積み重ねられている一方で、いまだに約２３万人
の方が避難者としての生活を余儀なくされていま
す。そして、上尾市においても２６０人を超える方が
避難生活をされています。
　皆さんには、この機会にもう一度、震災の恐ろし
さや復興への歩みについて深く考える時間を持って
いただきたいと切に願います。₄度目の春を迎えた
今、一番危惧していることは記憶の「風化」です。こ
こ上尾に居る限りでは、震災の影響はごく少なく
なってきたかもしれませんが、震災当時はこの上尾

でも尋常でない長時間の揺れを体感し、その後の停
電、帰宅困難者が発生しました。皆さんも、食料品
や乾電池といった物資の不足や、ガソリンの供給が
滞り給油のために長蛇の列ができたこと、計画停電
で店舗が早じまいしたり、冷蔵庫の中身を心配した
記憶があると思います。
　そしてその痛みが、まだ被災地や被災された人の
中では続いているのだということを、改めて思い直
してみてください。我々にできることは、しっかり
とした情報を基にした支援を続けることにより、風
評被害をなくしたり、元気を届けることです。
　先日、福島県本宮市の高松市長が、震災以降毎月
減少していた人口が初めて増加した時に、その人た
ちのことを「何よりの宝物です」と語ってくださり、
ふるさとを思う真心に感銘を受けました。その本宮
市では、今年の１月から防災無線の音楽を市民の歌
『みずいろのまち』のメロディに変えて放送している
そうです。１月号の広報でもご紹介した上尾市出身
の作曲家であるＹＵＫＩＹＯＳＨＩ（ゆきよし）さん
の作曲によるもので、とてもあたたかく、優しい印
象を受け、歌詞のとおり喜びや明日を目指す気持ち
が伝わってきます。
　記憶の風化に立ち向かうには被災者のことばを聞
き、それを伝え、語ること。
　本宮市をはじめ、東北の声、近くにもいらっしゃ
る避難者の声、そこに流れる声に、メロディに、耳
を澄ませてみようではありませんか。

耳を澄ませて
市長　島 村　　穰　
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　親子で気軽に遊びに来て友達作りや育児相談、幼
稚園の様子を知ることができる未就園児親子教室で
す。　 ・ 下表のとおり　 市立平方幼稚園（平
方1346-₁）　 ₂歳児～就園前の子ども　 30円　
※材料費などが別途掛かる場合もあります。　 事
前に直接または電話で平方幼稚園へ　

外
国
人
学
校
に
通
学
し
て
い
る
児
童

生
徒
の
保
護
者
に
補
助
金
を
交
付

学
務
課　

７
７
５
―９
６
０
４

�

７
７
５
―５
６
３
３

市
内
に
在
住
の
、
公
立
義
務
教
育
諸
学

校
に
在
籍
せ
ず
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
生
徒
の
保
護
者　
【
補
助
金
額
】義
務

教
育
小
学
校
に
相
当
す
る
学
齢
期
の
児
童

１
人
に
つ
き
月
額
３
千
円
、
義
務
教
育
中

学
校
に
相
当
す
る
学
齢
期
の
生
徒
１
人
に

つ
き
月
額
５
千
円　

申
請
書
、
学
校
の

在
学
証
明
書(

学
務
課
に
あ
る
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可)

に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
４
月
１
日
㈬
～

30
日
㈭（
㈯
㈰
㈷
を
除
く
）に
直
接
ま
た
は

郵
送（
30
日
消
印
有
効
）で
学
務
課（
〒
362
―

８
５
０
１
本
町
３
―１
―１
）へ　
※
外
国

人
学
校
と
は
、
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基

づ
き
認
可
を
受
け
た
各
種
学
校
の
う
ち
、

法
に
定
め
る
義
務
教
育
相
当
年
齢
の
、
主

に
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
児
童
生
徒
を
教

育
す
る
も
の
で
す
。　

固
定
資
産
課
税
台
帳
な
ど
の

閲
覧
・
縦
覧

資
産
税
課　

７
７
５
―５
１
３
３

�

７
７
５
―９
８
４
６

①
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
で

は
、
固
定
資
産
の
評
価
額
や
課
税
標
準
額

な
ど
を
確
認
で
き
ま
す
。　

納
税
義
務

者
、
借
地
人
、
借
家
人
な
ど
、
ま
た
は
こ

れ
ら
の
人
と
同
居
の
親
族
か
委
任
状
を
用

意
し
た
人　

４
月
１
日
㈬
以
降　

４
月
１
日
～
６
月
１
日
㈪
／
無
料（
借
地

人
、
借
家
人
は
１
件
に
つ
き
１５０
円
）、
６

月
２
日
㈫
以
降
／
１
件
に
つ
き
１５０
円　

本
人
確
認
が
で
き
る
物（
借
地
人
、
借
家

人
は
本
人
確
認
が
で
き
る
物
と
賃
貸
借
契

約
書
）

②
固
定
資
産
税
路
線
価
図
の
公
開

４
月
１
日
以
降

③
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
平
成
27
年
度
の
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
で
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
市
内

に
所
有
し
て
い
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額

を
他
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
で

き
ま
す
。　

４
月
１
日
～
６
月
１
日　

納
税
者
、
納
税
者
の
同
居
の
親
族
、
納

税
者
の
委
任
状
を
用
意
し
た
人　

本
人

確
認
が
で
き
る
物

【
①
～
③
共
通
】【
受
付
時
間
】㈯
㈰
㈷
、
年

末
年
始
を
除
く
８
時
30
分
～
17
時　

資

産
税
課　

野
外
焼
却
の
自
粛
に
ご
協
力
を

�
生
活
環
境
課　

７
７
５
―６
９
４
０

�

７
７
５
―９
８
７
２

　

野
外
焼
却
に
よ
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
野
外
焼
却
は
快
適
な
生
活
環

境
を
損
な
い
、
洗
濯
物
や
布
団
に
臭
い
が

付
く
な
ど
周
囲
の
迷
惑
に
な
る
ば
か
り
で

は
な
く
、
大
気
汚
染（
Ｐ
Ｍ
2.5
な
ど
）の
原
因

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
自
粛
し
て
く
だ
さ

い
。　
※
Ｐ
Ｍ
2.5
と
は
大
気
中
に
存
在
す
る

粒
子
状
物
質
の
う
ち
、
直
径（
粒
径
）が
2.5
㍃

㍍（
０
．
０
０
２
５
㍉
㍍
）以
下
の
非
常
に
細

か
な
粒
子
の
こ
と
で
す
。
肺
な
ど
の
奥
深
く

ま
で
入
り
込
み
や
す
く
、
呼
吸
器
系
な
ど

に
疾
患
を
引
き
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
Ｐ
Ｍ
2.5
に
つ
い
て
国
が
定
め
た
暫
定
指

針
を
超
過
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
防
災
行

政
無
線
で
注
意
喚
起
を
し
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
外
出
を
控
え
換
気
や
窓
の
開
閉
を
最

小
限
に
し
て
く
だ
さ
い
。

平方幼稚園　 ・ 725－2008

平成27年度　いちごクラブ年間予定表
とき 内　容

₅月22日㈮
10時～11時30分

園庭遊具・砂場遊び、手遊び、
紙芝居

₆月24日㈬
10時～11時30分 手遊び、歌、製作遊び

₇月１６日㈭
10時～11時30分 プールで水遊び

₇月18日㈯
16時30分～18時30分 夕涼み会(縁日)

₉月₉日㈬
10時～11時30分 親子で運動・リズム遊び

10月₃日㈯
₉～12時

運動会に参加(かけっこ、パン
食い競走)

10月１９日㈪
10時～11時30分 芋掘り

10月３０日㈮
10時～11時30分

園庭遊具・砂場遊び、手遊び、
紙芝居

12月₁日㈫
10時～11時30分 観劇会(人形劇)

12月17日㈭
10～12時 クリスマス会

平成28年₂月26日㈮
10時～11時45分

身体測定(身長・体重)・手形、 
室内遊具(ままごと・積み木な
ど)遊び

※予定は変更することがあります。
※案内チラシは児童館(アッピーランド・こどもの城)
や平方支所などで配布しています。

市立平方幼稚園

 いちごクラブ で

　　　遊びませんか
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とき ところ 対象 費用・金額　※記載のないものは「無料」 定員 持ち物内容
申し込み　※記載のないものは「当日、直接会場へ」 問い合わせ

　｢万作踊り｣は五穀豊
ほうじょう

穣を意味する｢豊年万作｣に由来す
る民俗芸能です。畔吉の万作踊りがいつ頃、どこから伝
えられたかは定かではありませんが、大正時代にはすで
に踊られていたことが伝えられています。　 ₄月₅日
㈰14時～　 諏訪神社境内（畔吉）　 下

し も つ ま

妻踊り、銭
ぜ に

輪
わ

踊
り、源

げ ん

太
た

踊りなど　【交通】ＪＲ上尾駅西口から市内循環
バス“ぐるっとくん”平方循環で｢畔吉｣バス停下車か、東
武バス｢畔吉経由西上尾車庫行き｣で｢前原｣バス停下車　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

�

消
防
本
部
予
防
課　

７
７
５
―１
３
１
４

�

７
７
５
―２
２
３
０

　
平
成
20
年
６
月
か
ら
全
て
の
住
宅
に
火

災
の
早
期
発
見
に
有
効
な
住
宅
用
火
災
警

報
器（
住
警
器
）の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
住
宅

は
、
速
や
か
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

住
警
器
が
効
果
を
発
揮
し
た
事
例

●
脱
衣
所
の
出
火
を
発
見

　
居
住
者
が
１
階
リ
ビ
ン
グ
で
テ
レ
ビ
を

見
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
階
階
段
の
住
警
器

が
作
動
し
た
。
確
認
す
る
と
１
階
脱
衣
所

の
電
気
ス
ト
ー
ブ
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い

た
タ
オ
ル
か
ら
出
火
し
て
い
た
た
め
、
水

道
水
を
か
け
て
消
火
し
119
番
通
報
を
行
っ

た
。

●
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
の
出
火
を
発
見

　
居
住
者
が
２
階
で
洗
濯
物
を
干
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
１
階
台
所
の
住
警
器
が
作
動

し
た
。
警
報
音
に
気
付
き
１
階
に
降
り
た

と
こ
ろ
、
リ
ビ
ン
グ
の
コ
ン
セ
ン
ト
付
近

か
ら
出
火
し
て
い
た
た
め
、
布
団
を
か
ぶ

せ
て
消
火
し
119
番
通
報
を
行
っ
た
。　

※
そ
の
他
の
事
例
な
ど
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

生涯学習課　 ７７5－9496・ ７７6－2250

｢畔吉の万作踊り｣を
見学しませんか

昨年の畔吉の万作踊り

市指定無形
民俗文化財

届け出が必要なとき 必要な物

加
　
入

他市区町村から転入した 前年の所得が分かる物
職場の健康保険をやめた、またはその扶養家族でなく
なった

健康保険資格喪失証明書または
健康保険資格喪失確認通知書（写）

子どもが生まれた 国保保険証・母子健康手帳・預（貯）金通帳・領収明細書・
直接払いに関する合意文書

脱
　
退

他市区町村へ転出する 国保保険証
職場の健康保険に加入した、またはその扶養家族にな
った 国保保険証・加入した職場の健康保険証

死亡した 国保保険証・会葬礼状または葬儀の領収書・喪主の預（貯）金通帳

そ
の
他

退職者医療制度の対象になった 国保保険証・被保険者期間計の入った年金証書

住所・世帯主・氏名が変わった
国保保険証

世帯を分離、または合併した

保険証をなくした、または破損した 顔写真付きの本人確認書類（運転免許証・パスポートなど）
※加入の届け出が遅れた場合も、国保の資格取得日は他の健康保険などの資格を喪失した日になります。国民健康保険税は、 資
格取得日にさかのぼって課税されます。
※脱退の届け出が遅れた場合は、他の健康保険などの資格取得日にさかのぼって資格を喪失します。国民健康保険税は、国保の
資格喪失日に基づいて再算定します。他の健康保険などの取得日以降は、国保保険証を使うことができません。使ってしまった
場合、国保で負担した医療費を返還することがあります。

　　国民健康保険（国保）への加入・脱退は就職や退職などの異動の事実があった日から14日以内に必ず届け出てください（下表参照）。

国民健康保険の加入・脱退などの届け出は14日以内に
保険年金課　 ７75－5136・ ７７5－9827


